
脱炭素社会における木造建築 
みかんぐみ＋東北芸術工科大学＋エネルギーまちづくり社 

竹内昌義 



脱炭素社会は実現するのか？ 

そうなるとどうなる？ 
コストは高い？安い？



脱炭素社会は 

EVになって電費はとても良い。 
高断熱高気密住宅は燃料費ただ。



国　2030年まで46％削減 
↓ 

長野県 2030年まで60％削減 

これを進めるか、サボるか、どっち？



日本は国土の67％が森林



森を中心とした循環

 小さく経済を回す

エネルギー

廃棄物

住宅 製材

￥

CASH OUTしない



























２０兆円の流出



日本のエネルギー全体

建物で使われている 
エネルギー 
34%

電気の70％が建物用



大きな国は巨大なタンカーのよう 
少しずつですが、変わってきてます。



2021 建築物省エネ法改正



建築物省エネ法の改正案の概要 
①適合義務化　全ての新築住宅、非住宅に義務付け 
　トップランナー制度の拡充 
　売買、賃貸における省エネ性能表示の推進 

②省エネ改修に対する金融支援（既存ストックにも） 
　再エネ利用促進地域内の説明義務化　 
　再エネ導入に伴う高さ制限の緩和 

③木材の利用促進 



断熱等級を説明します。　 
（等級６.７は今回新設） 
等級７　HEAT20-G３（再エネ除いて40％削減） 
等級６　HEAT20-G２（再エネ除いて30％削減） 
等級５　ZEH基準　　  （再エネ除いて20％削減） 
等級４　2025年適合基準　　H11年（1999年の次世代） 
等級３　H4基準（1992年） 
等級２　S55基準 
等級１ 国土交通省の基準は建物の外皮基準



等級４は最初の一歩。義務化には意味がある。 
等級５に2030年までにはなる。（早くやらないと） 
2030年に新築戸建ての６０％で太陽光発電のる。 

等級６にならないとエネルギーが減らない。 
等級６＋PV（太陽光発電）５kWでゼロエネルギー 

等級４　2025年適合基準　　H11年（1999年の次世代） 



断熱性能と気密性能

 家全体を暖めることを前提にした性能でなければ必ず不満はでる

⇒経済的に全館空調できる水準を検証し、最低でもＵＡ値０．５未満

区分
国の省エネ基準 ZEH HEAT20

等級2 等級3 等級4 Ｇ1 Ｇ2 Ｇ3

4地域 1.80 1.2ӿ 0.7ӿ 0.60 0.46 0.34 0.23

ӿ地域 2.94 1.ӿ4 0.87 0.60 0.48 0.34 0.23

6地域 ― 1.ӿ4 0.87 0.60 0.ӿ6 0.46 0.26

 地域区分については鳥取県全域を５地域の基準に統一
＜断熱仕様シミュレーション＞
・現行省エネ基準に対するＵＡ値０．４６と０．４８の断熱仕様変更コストを比較
・ＵＡ値０．４８の場合、大きなコストアップとならないため、最低基準を０．４８に設定
・地域区分は０．４８をＧ１とする５地域を採ዿ

民間団体の基準（HEAT20）

Ｇ1 Ｇ2 Ｇ3

0.46 0.34 0.23

0.48 0.34 0.23

0.ӿ6 0.46 0.26

ZEH

0.60

0.60

0.60
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国の省エネ基準

（UA値0.87）
HEAT20

（UA値0.48）

鳥取県NE-STの説明資料から抜粋

暖房を切って次の朝 8℃ 暖房を切って次の朝 13℃ 

等級４ 等級５ 



省エネルギーは断熱から 

義務化をしていないのは先進国で日本だけ 
日本で先進国並みなのは鳥取県ほか 

2020年に義務化を見送り 



等級４ 等級５ 等級６ 等級７ 

鳥取県NE-STの説明資料から抜粋



日本のエネルギー全体

建物で使われている 
エネルギー 
34%

電気の70％が建物用







ヒートショック　健康　トイレの室内化 

年間19000人 

交通事故 
2600人 



寒い住宅が原因で年間19000人がヒートショックになっている。

急激な温度変化により⾝体にダメージを与えるヒートショック。

ӿ

出典︓YKKAP株式会社

※出典：厚生労働省科学研究費補助金 入浴関連事故の実態把握及び予防対策に関する研究
平成2ӿ年度総括・分担研究報告書、警察庁「平成2ӿ年中の交通事故死者数について」

4,373人

約19,000人
4倍以上

交通事故死亡者数 入浴中死亡者数

ӿ,000

10,000

1ӿ,000

20,000

入浴中の死亡者数は交通事故の４倍！

・入浴中の死因ではヒートショックが大きく関係

・家が寒いことにより、熱いお風呂に入る習慣も影響
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慶應大学　伊香賀研究室　資料より



寒い住宅が原因で年間19000人がヒートショックになっている。



ただ、長野県はとても寒いです。 

住んでたからわかります。



寒い家を作り続けると 
エネルギーが減らない。



断熱＝快適 
太陽光発電＝再エネ＝エネルギー自立



等級６＋PV５kW  でゼロエネルギーハウス 

快適と省エネの両立 



脱炭素 
ゼロエネルギーハウスが必要 
作るエネルギーと使うエネルギーが同じだと、プラスマイナスゼロ。 
国交省のいうZEHは基準であって、ZEH（ゼロエネルギーハウスにはなっていない。） 

ZEH（zero energy house）　 



エネルギー基本計画（経産省）とのずれ 
2030年CO2削減26％　（住宅、業務40％） 
 
2030年CO2削減46％　（住宅、業務66％） 

住宅、業務（非住宅の建物）の削減目標 66％ 
と言われているのに本格化するのは、2030年から。 



エネルギー基本計画（経産省）とのずれ 
省エネのロードマップの前倒しが必要。 
住宅、業務（非住宅の建物）の削減目標 66％ 
　　　　　　　　　　　　(個人の意識では無理) 

○ZEH基準が本格化するのは2030年よりも前倒し 
   の予定だが、、、、 
○洋上風力とか新しい技術が必要だが、住宅は今ある技術で 
　十分に対応可能。 



１次消費エネルギーを1/4に
再生可能エネルギーを2.５倍に



自動車　シェア　公共交通 
住宅政策　 
新築　住宅単体でゼロカーボン規制強化 
ストック　補助金 
公共建築 
民間の業務　ESG 
見える化

運輸

家庭

業務

産業



省エネに関する　先進都道府県 

長野県　NDC60％を前提に住宅性能強化 
鳥取県　NE-STについで、ReNE-STストックにも補助 
新潟県　雪国ZEH（等級５）以上の認定、等級は７まで 
横浜市　等級６、７への誘導　（エネまち社で受注） 
仙台市　等級６、７への誘導　ロードマップ作成 （エネまち社で受注） 

東京２３区　可能性調査



本当のZEHにするには、国交省のZEH基準 
では足りていない。 

日本の新築のZEHの割合は1％以下。 
（エネルギー基本計画より） 



問題点 
そもそも、日本の温暖化対策は 
世界の水準にアップデートできているか。 

パリ協定　２℃の上昇に抑える。 

COP26　1.5℃の上昇に抑えることを決定。 
以前の目標の前倒しを決定。 





新築の住宅・建築物のゼロカーボン化 
ストックは　ゾーン断熱＋窓の断熱



断熱＝快適性＋省エネルギー



岩手県紫波町 
オガールタウン 





紫波町＝循環型まちづくり 
紫波型住宅をエコハウスに 
全世帯の断熱強化。 

 
暖房負荷　年間48kWh/㎡ 
隙間係数　C値≦0.8㎠/㎡ 

町産材を80%以上　外壁30%木張り 
町の組合加盟者のみ（7/17） 

町の健康増進強化 
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1997年度28.5億円で購入 
画像は2007年



山形エコタウン 
デベロッパ＋アウトドアメーカー 

ランドスケープと高断熱高気密 
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住箱

低　木

ユキヤナギ　　　　　0.5ｍ 27株
ヒイラギナンテン　　 0.5ｍ 29株　
ガクアジサイ　　　　0.5ｍ 28株
コムラサキシキブ　　0.5ｍ 15株
ヤマブキ　　　　　　0.5ｍ 33株

+α（添景）

マルバマンサク　　　1.0ｍ 1株
ガマズミ　　　　　　1.0ｍ 2株
ニシキギ　　　　　　0.5ｍ 4株　
ウツギ　　　　　　　0.5ｍ 3株
ヤマハギ　　　　　　0.5ｍ 5株

地被
ノシバ 　㎡

　　　　高　木

ケヤキ　　　　　　5.0ｍ 単幹 3本　5.0ｍ 株立 7本
イタヤカエデ　　　 3.0-5.0ｍ 単幹 7本　3.0-5.0ｍ 株立 4本
ヤマボウシ　　　　3.0ｍ 単幹 4本　3.0ｍ 株立 3本
シラカシ　　 　　   3.0ｍ 単幹 1本　3.0ｍ 株立 7本
ハクモクレン　　　 3.0ｍ 単幹 2本　3.0ｍ 株立 2本
コブシ　　　　　　3.0ｍ 単幹 2本
ナナカマド　　　　　　　　　　　 3.0ｍ 株立 5本

アジュガ 245ポット（5p/m千鳥） 0 5 10m

（仮）山形エコタウン計画　 ｜　　　　　　　　 ｜Ｓ＝1：200 ｜ 　　　　　｜外 構（植栽）































紫波町 
くらしすた不動産 

good day 

高断熱高気密と不動産 



５５８０万





















飯豊町 

移住定住促進 

エコタウン椿 

ランドスケープ 
と 

高断熱高気密 
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山形エコタウン 
デベロッパ＋アウトドアメーカー 

ランドスケープと高断熱高気密 













長野県での展開 





長野県 



















「森と暮らし」 
森とまちを繋ぎ、その双方を活かして 

新しい産業の拠点とする。 

日本全国共通の問題　脱炭素へ具体的な産業振興で森を再興する。



空き家と住居の問題を解決 

高齢者住宅を中心部にたて、お年寄りに住んでもらう。 
お年寄りの持ち家を断熱改修して、若い家族のための家として貸し出す。



空き家と住居の問題を解決 

ストックのお年寄りの持ち家を断熱改修して、若い家族のための家として貸し出す。



森を元気にする。 

自伐型林業で山を整備し、山をトレイルランのコースやマウンテンバイクの 
フィールドとしても活用する。 



森を元気にする。 

自伐型林業で山を整備し、山をトレイルランのコースやマウンテンバイクの 
フィールドとしても活用する。 



暮らしの改善 
再生可能エネルギーやゴミに関する実験場 

垂直型太陽光パネル 
真空型太陽熱温水器 
バイオマスの熱利用 




